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政策や今後導入が検討されている政策と対応させて議論することも必要であろう。
第二に、本論文における分析結果が持つ独創性について十分な説明がなされていな
いように思われる。上述のように、本論文では、これまでに知られていない独自の
結果が導かれているため、それらの結果を先行研究と関連づけて適切に位置づける
ことができていたならば、本論文の価値は一層高まったであろう。 
しかしながら、これらの点は、むしろ亀井氏が今後の研究において発展させてい
くべきものであり、本論文の極めて独創的な貢献を何ら損なうものではない。よっ
て本論文は、博士（経済学）の学位論文として価値あるものと認める。尚、平成27
年1月27日、論文内容とそれに関連した口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
